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バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
と
肥
料
の
活
用

　

バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用
し
て
電
気
や

熱
を
製
造
し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、ま
た
、

畜
産
農
家
と
連
携
し
て
堆
肥
や
液
肥

の
有
効
利
用
に
よ
る
土
作
り
、安
全
・

安
心
で
環
境
を
重
視
し
た
先
進
的
な

農
産
物
生
産
を
目
標
に
全
市
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
環
境
保
全
型
農
業
を
実
現

▼
農
業
経
営
コ
ス
ト
の
低
減

▼
安
心
安
全
の
農
産
物
生
産
や
販
売

▼
肥
料
散
布
作
業
の
軽
減

▼
農
地･

水
・
環
境
保
全
対
策
活
動
へ

の
支
援

▼
畜
産
農
家
の
営
農
体
質
強
化
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

▼
食
品
工
場
の
廃
棄
物
処
理
の
合
理

化
や
CO2
削
減
に
よ
る
地
域
貢
献

▼
耕
作
農
家
の
液
肥
の
安
価
で
効
率

的
な
散
布
や
安
心･

安
全
な
農
産

物
の
生
産

　

今
後
は
、液
肥
利
用
の
拡
大
策
な

ど
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、農
業
の

発
展
な
ど
に
つ
な
げ
る
計
画
で
あ
る
。

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

■
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　

南
丹
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
引
い
て

き
た
水
を
使
い
水
車
を
回
し
、家
庭

の
消
費
電
力
を
補
う
程
度
の｢

ピ
コ

水
力
発
電
機｣

を
設
置
し
、周
囲
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

　

施
設
を
直
接
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

小
さ
な
水
量
で
も
発
電
が
で
き
る
こ

と
が
分
か
り
、市
民
に
身
近
な
自
然
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る

こ
と
、そ
の
可
能
性
を
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

行
政
視
察
報
告

実
施
日　

10
月
26
日
〜
28
日

参
加
者　

加
賀
谷 

勉　

太
田 
博
希　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子

土
方 

隆
司　

猪
股 

嘉
直　

小
谷
野 

剛　

大
島 

政
教

建建

設

環

境

委

員

会

設

環

境

委

員

会
■
小
さ
な
水
力
で
発
電

　

平
成
14
年
に
少
な
い
水
量
で
、ま

た
設
置
場
所
も
小
さ
く
て
す
む
機
種

が
開
発
さ
れ
た
こ
と
か
ら
小
水
力
発

電
に
乗
り
出
し
た
。以
来
、費
用
対
効

果
、水
利
権
、電
気
・
ダ
ム
水
路
技
術

者
の
確
保
、電
力
会
社
と
の
関
係
な

ど
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
現
在
に

至
っ
て
い
る
。維
持
管
理
な
ど
は
水

道
施
設
の
維
持
管
理
と
併
せ
て
行
っ

て
い
て
、日
常
的
に
は
負
担
な
く
順

調
に
発
電
を
行
っ
て
い
る
。

　

発
電
量
、余
剰
電
力
の
活
用
で
、電

気
料
金
は
年
間
約
３
５
０
万
円
の
削

減
が
で
き
、発
生
し
た
電
力
は
同
一

構
内
に
あ
る
送
配
水
ポ
ン
プ
に
供
給

し
、年
間
約
69
ｔ
の
温
室
効
果
ガ
ス

CO2
の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
　
　

 

視

察

を

終

え

て 　
　
　

　

各
委
員
間
で
意
見
交
換
会
を
実
施

し
た
。主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

▼
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
農
業

振
興
に
非
常
に
役
立
ち
、個
人
事

業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
行
政
が

担
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
参
考
に
な

っ
た
。

▼
狭
山
市
独
自
の
自
然･

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
研
究
し
た
い
。

▼
入
間
川
右
岸
開
発
は
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
水
辺
空
間
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

▼
入
間
川
水
流
を
活
用
し
た
小
水
車

発
電
開
発
は
可
能
で
は
な
い
か
。

▼
事
業
計
画
を
立
て
実
現
し
て
い
く

職
員
の
熱
意
と
そ
れ
を
後
押
し
す

る
体
制
が
重
要
で
あ
る
。委
員
会

活
動
を
通
し
議
会
と
し
て
市
に
提

言
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
。

▼
狭
山
市
の
強
み
を
活
か
し
た
事
業

を
発
掘
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

▼
市
民
と
も
対
話
を
し
て
政
策
を
つ

く
る
こ
と
は
価
値
あ
る
も
の
で
あ

る
。ま
た
、議
員
間
で
も
っ
と
話
し

合
う
場
を
作
り
、合
意
形
成
を
図

っ
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。

■
94･

４
％
を
セ
ン
タ
ー
に
位
置
付
け

　

市
内
の
公
立
保
育
園
、42
園
中
６

園
を
セ
ン
タ
ー
型
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、

残
り
36
園
を
全
園
型
支
援
セ
ン
タ
ー

に
位
置
付
け
た
。

　

私
立
保
育
園
は
、38
園
中
６
園
を

セ
ン
タ
ー
型
支
援
セ
ン
タ
ー
（
小
規

模
型
）に
、２
園
を
相
談
・
交
流
型
支

援
セ
ン
タ
ー
、24
園
を
全
園
型
支
援

セ
ン
タ
ー
に
位
置
付
け
た
。

　

私
立
幼
稚
園
は
、28
園
全
て
を
全

園
型
支
援
セ
ン
タ
ー
に
位
置
付
け
た
。

　

現
在
の
未
実
施
は
、私
立
保
育
園

６
園
と
な
っ
て
い
る
。

■
電
子
機
器
の
導
入

①
教
員
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備

▼
平
成
17
年
度
…
小
学
校
教
員
用
完

了（
７
８
５
台
）　

▼
18
年
度
…
中
学

校
教
員
用
完
了（
４
７
０
台
）

②
電
子
黒
板
の
整
備

　

20
年
度
に
54
の
小
学
校
全
て
と
、

13
の
中
学
校
に
各
校
１
台
の
電
子
黒

板
を
設
置
。21
年
度
末
に
は
小
学
６

■
国
の
補
助
も
活
用

　

平
成
20
年
度
ま
で
の｢

地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー｣

は
、国
の｢

保
育

対
策
促
進
事
業｣

や｢

地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業｣

を
活
用
し
、子
育
て
支

援
体
制
を
と
っ
て
い
た
。そ
の
後
、国

の
補
助
制
度
の
改
正
な
ど
を
勘
案
し
、

市
全
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
体
制

の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、国

の
補
助
制
度
も
活
用
し
つ
つ
新
た
に

市
単
独
の
補
助
金
制
度
を
定
め
、22

年
度
か
ら
市
内
全
て
の
保
育
園
、幼

稚
園
で
子
育
て
支
援
体
制
の
構
築
を

目
指
し
た
。

年
生
の
全
教
室
に
設
置
し
、中
学
校

に
は
さ
ら
に
各
校
に
１
台
を
追
加
。

ま
た
、試
験
的
に
小
学
校
６
校
と
中

学
校
４
校
の
普
通
教
室
全
て
に
設
置

し
た
。

■
電
子
黒
板
の
機
能

　

電
子
黒
板
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
画
面
を
投
影
し
、画
面
を
電
子
ペ

実
施
日　

10
月
19
日
〜
20
日

参
加
者　

齋
藤　

 

誠　

内
藤 

光
雄　

町
田 

昌
弘　

金
子 

広
和

矢
馳 

一
郎　

広
森
す
み
子　

東
山 　

徹　

■
保
育
士
の
い
る
公
園

　

千
秋
が
原
南
公
園
の
施
設
と
し
て
、

平
成
21
年
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。緑
あ
ふ
れ
る
広

々
と
し
た
公
園
の
中
に
、雨
や
雪
の

日
で
も
遊
べ
る
全
天
候
型
の
広
場
と

子
育
て
支
援
施
設
を
一
体
的
に
整
備

し
た『
長
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
・保
育
士
の

い
る
公
園
』。

　

子
育
て
世
帯
の
親
子
や
子
育
て
サ

ー
ク
ル
を
は
じ
め
、多
く
の
人
が
集

い
あ
い
、ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、世
代
を

越
え
た
交
流
や
、子
育
て
支
援
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

■
利
用
者
の
声
や
反
応

　

施
設
内
が
広
く
、雨
の
日
で
も
子

ど
も
が
思
い
切
り
遊
べ
る
。ま
た
、周

囲
は
公
園
と
な
っ
て
い
て
、天
気
の

良
い
日
は
家
族
が
お
弁
当
持
参
で
楽

し
め
る
な
ど
、好
評
を
得
て
い
る
。

　
　
　

 

視

察

を

終

え

て 　
　
　

　

今
回
の
行
政
視
察
は
、文
教
厚
生

委
員
会
が
所
管
す
る
中
で
も
、子
育

て
支
援
と
学
校
教
育
に
絞
っ
た
内
容

で
実
施
し
た
。

◆
地
域
の
子
育
て
拠
点
化
事
業

　

公
立
、私
立
を
問
わ
ず
ほ
と
ん
ど

の
施
設
を
セ
ン
タ
ー
に
位
置
付
け
て

お
り
、予
約
制
で
は
あ
る
も
の
の
給

食
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、食
育
の

観
点
で
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

◆
小
中
学
校
の
情
報
通
信
技
術
導
入
事
業

　

電
子
黒
板
を
使
っ
た
授
業
を
初
め

て
見
学
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
の
興

味
・関
心
の
高
さ
、授
業
の
振
り
返
り
、

や
り
直
し
が
簡
単
に
で
き
る
効
率
の

良
さ
に
と
て
も
驚
い
た
。学
力
向
上

に
も
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、先
生
の
活
用
レ
ベ
ル
の
向
上

や
平
準
化
が
今
後
の
課
題
と
感
じ
た
。

◆
公
園
と
一
体
化
し
た
子
育
て
支
援
施
策

　

雪
国
・
長
岡
市
な
ら
で
は
の
特
徴

あ
る
施
設
だ
っ
た
。大
き
な
公
園
の

中
に
子
ど
も
の
遊
び
場
を
確
保
し
た

上
で
、保
育
士
に
子
育
て
相
談
が
で

き
、保
護
者
同
士
の
交
流
に
も
配
慮

し
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
興
味
深
く
、

こ
の
よ
う
な
施
設
の
充
実
は
、悩
み

を
抱
え
る
保
護
者
の
強
い
味
方
に
な

る
と
感
じ
た
。

◆
電
子
黒
板(

電
子
情
報
ボ
ー
ド)

の
導
入
、

全
教
員
の
パ
ソ
コ
ン
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

新
潟
県
上
越
市　

小
中
学
校
の
情
報
通
信
技
術(

Ｉ
Ｃ
Ｔ)

導
入
事
業

ン
や
指
で
触
る
こ
と
で
キ
ー
ボ
ー
ド

や
マ
ウ
ス
の
代
わ
り
に
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
で
き
、大
き
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

の
働
き
を
す
る
。

■
電
子
黒
板
利
活
用
の
留
意
点

　

従
来
の
黒
板
、教
科
書
、ノ
ー
ト
、

実
験
用
の
教
材
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
授
業
を
意
識
す
る
こ
と
や
、ボ
ー

ド
上
の
素
材
な
ど
デ
ジ
タ
ル
教
材
で

｢

分
か
っ
た
つ
も
り｣

に
さ
せ
な
い
。

ま
た
、ノ
ー
ト
を
取
ら
な
い
こ
と
に

注
意
し
、学
び
の
足
跡
が
残
る
ノ
ー

ト
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

■
遊
歩
道
整
備
で
に
ぎ
わ
う
川
辺

　

平
成
13
年
に｢

二
十
一
世
紀
型
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
決
定
を

受
け
、｢

水
の
都
大
阪
再
生
構
想｣

が

策
定
さ
れ
る
。16
年
、河
川
敷
地
の
利

用
に
つ
い
て
規
制
が
緩
和
さ
れ
、大

阪
市
が
直
接
管
理
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。水
辺
整
備
事
業
と
し
て
は
、水

門
の
整
備
に
よ
り
河
川
浄
化
や
水
流

調
整
に
よ
る
環
境
保
全
や
遊
歩
道
・

船
着
場
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

遊
歩
道
上
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、こ

れ
ま
で
に
１
３
２
回（
年
間
20
回
程

度
）行
う
な
ど｢

か
わ｣

と｢

ま
ち｣

が

一
体
と
な
っ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、河
川
敷
地
の
占
用
主
体

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
民
間
ノ
ウ
ハ

ウ
の
一
層

の
導
入
を

図
り
、
営

利
目
的
の

規
制
を
緩

和
し
て
い

く
必
要
が

あ
る
と
の

方
向
性
が

打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。

電子黒板を使用した授業
保育士の伴奏で歌う
子どもたち　　　　

新設された遊歩道

行
政
視
察
報
告

◀製造された肥料を
　水田に散布

水力発電装置▶

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と

環
境
を
重
視
し
た
農
産
物
生
産
へ
の
取
り
組
み

京
都
府
南
丹
市　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
・
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

◆
小
水
力
発
電
事
業
開
発
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、

温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み

大
阪
府
岸
和
田
市　

流
木
発
電
所

文文

教

厚

生

委

員

会

教

厚

生

委

員

会

◆
全
て
の
保
育
園
、幼
稚
園
な
ど
を

｢

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー｣

に
位
置
付
け
る

長
野
県
長
野
市　

地
域
の
子
育
て
拠
点
化
事
業

◆
公
園
と
一
体
化
し
た
子
育
て
支
援
施
策

新
潟
県
長
岡
市　

子
育
て
の
駅　

千
秋(

せ
ん
し
ゅ
う)

「
て
く
て
く
」

◆
水
辺
整
備
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
の
創
出
へ
の
取
り
組
み

大
阪
府
大
阪
市　

道
頓
堀
川
水
辺
空
間
利
用
促
進


